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令和2年度  山形大学  基盤共通教育の授業

「キャリア形成とワークライフバランス（山形から考える）」探究ノート
《講義内容》



振り返り講義の

● 就職した動機と仕事の内容
　　動機：高齢者看護を専門とする仕事に従事し、勉強を継続したいと考えたため。
　仕事の内容：学部では、高齢者看護学の授業・実習、卒業研究を担当、大学院では、老年看護
専門看護師の育成、博士前期、後期課程での研究指導に従事している。
●これまでの道のり
　　高校を卒業後、看護師養成の専門学校に入学し看護師の資格を取得。看護師として7年
間臨床に従事する中で、高齢者の方の終末期ケアなど、より深く学びたいと考え立教大学
法学部に進学した。学部卒業後、筑波大学大学院医科学研究科修士課程で、高齢者リハビ
リテーション・看護学を専攻、修士を取得。その後、本学医学部看護学科臨床看護学講座に
助手として着任。高齢者の排尿障害の研究に取り組み、博士を取得した。1999年に臨床看
護学講座教授に着任。
●ワーク・ライフ・バランス
　　今年92歳になる父がひとり暮らしで郷里に在住。在宅介護サービスや通所ケアを利用
させて頂きながら過ごしてきたが、今夏、同町の特別養護老人ホームに移った。仕事の継
続について迷ったが、介護と両立していけるように努力したいと思っている。
●夢や目標
　　12年前にがんの治療を受け、再発・転移や死がとても身近にあったので、日々充実し
て、志した看護の教育研究に従事できていること自体、夢のように思う。未来を担う学生
の皆さんに少しでも有用な情報提供ができるように、1日1日努めていきたいと思う。
●学生へのアドバイス
　　これから、思いがけないことで苦しい状況に直面する体験もあるかもしれない。どのよ
うな困難も、時間を経て、新たな自分の発見や生き方に繋がり希望が見えてくる。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　職場から介護への理解や配慮を頂けることが、どれほどの励みになることかと思う。

壁にぶつかったと
きはど

うしたら良いと思
うか。

時間というものが大事。
「日にち薬」という言葉もあ
り、時間が解決してくれるこ
とも心に留めておくと良いと
思う。

講義 1 Woman of YAMAGATA

困難も時を経て希望に 
10月21日（水）

佐藤 和佳子
14：40～16：10

学術研究院教授(医学系研究科）

60歳代
山形県出身

講師
Profile 高齢者看護学を担当。介護を要する高齢者の自立と自己

決定支援をテーマに、フィールドワーク等に取組んでき
た。現在は、家族の立場からも介護を体験中。

　　先生が仰って
いた「壁があっても

、時間をかけて受け
入れていく力が人

間にはあ

る」という言葉は病
気の人だけではな

く、多くの人に勇気
をくれる言葉だと

思う。

　　一度決めた道
で安定して過ごす

のではなく、知識が
足りないという思

いで学び始

めたことや、病気か
ら回復後に国際的

な活動を実現され
たことなど、勇気と

行動力があ

り、全力で人生を送
っていらっしゃる

素敵な方だと思っ
た。

　　高齢者の介護
には身体的なケア

だけではなく、本人
の意思の尊重が何

より重要だ

と感じた。介護は自
分がする側、される

側としてかかわる
機会がくるし、自分

に無関係

なことではないと
思った。がんサバイ

バーシップという
考え方にも感銘を

受けた。

　　「ひとりで悩ま
ない」「100点を目

指さない」「親は親
、子どもは子ども」「

時間をかけ

る」「人生の過程に
思う」という言葉に

、今までもやもやし
ていたものが軽く

なった。「今

日をギフトだ」とい
うお話を忘れずに

、1日1日を貴重なギ
フトと思って大切

に生きたい

と思った。
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振り返り講義の

荒木 志伸
学術研究院准教授（学士課程基盤教育機構担当）

40歳代
東京都出身

講師
Profile 専門は日本考古学。東北芸術工科大学、明治大学などを経

て、2011年より現職。山形に来たことを契機に、山寺や出
羽三山、松島瑞巌寺で調査研を行う。2016年山形大学優秀
教育者賞受賞。

講義 2 Woman of YAMAGATA

経験しないうちは失敗ですらない
11月4日（水）14：40～16：10

　　失敗談やため
になる話を沢山聞

くことができ、とて
も勇気づけられた

。「きつめの

アドバイスをくれ
る人を大事にする

」というのは、本当
にそのとおりだと

思った。

　　失敗すること
は怖くないと感じ

た。諦めなかったこ
とで仕事を得るこ

とができた

とお聞きし、挑戦し
ていれば道は拓け

るのだと思った。「
考古学が好きで研

究したい」と

いうブレない意志
があると感じた。

　　先生は周囲の
反対がありながら

も失敗を恐れず、自
分のやりたいこと

を貫き通し

ていた。自分は失敗
が怖いと思ってい

たが、「経験してい
ないうちは失敗で

すらない」と

いう言葉どおり、様
々なことにチャレ

ンジしていきたい
。

　　「女性を軽視す
るような会社に発

展は望めない」とい
うお話に賛同した

。さらに、多

くの失敗や災難な
出来事が立て続け

に起こっても、諦め
ない志と執念さえ

あればなん

とでもなると感じ
ることができた。
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就活でうまくいか
ないこ

とが続いたときに
落ち込

みませんでしたか
。

落ち込むのは時間のむだだと
思い、自分の何がダメだった
のかを聞いて回ったり、次の
資料準備の時間にあてた。
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● 就職した動機と仕事の内容
　　小学4年生の時に、発掘現場を見学したのを契機に、考古学関係の仕事に就きたいと考
えるようになった。専門とする時代は、奈良・平安時代。東北地方に特別におかれた「城柵」
という古代の役所や、庶民の生活（信仰や食文化、感染症対策）を研究している。また、山形
に来てからは、山寺などの考古学的調査も行なっている。
● これまでの道のり
　　考古学分野では都道府県の埋蔵文化財センターや教育委員会等の行政職がある。当初
は、これらの仕事を目指していた。学生時代にお会いした先生達とのご縁で、東北芸術工
科大学に赴任した。しかし、両親の急病で自己退職し、改めて3年を期限に就活した結果、
103連敗ののち山形大学に奇跡的に拾って頂いた。
● ワーク・ライフ・バランス
　　主人も同じ大学の研究職なのだが、夫婦間のなかでの家事分担など、意識のずれを感じ
ることが多い。また、高齢の両親が神奈川に住んでおり、今後どうするか悩んでいる。
● 夢や目標
　　自分の研究が、地域の方々を元気にし、そこで生きていく勇気のようなものになれば望
外の喜びと考えている。「ここ、何もないと思ってたけど、良いとこなんだな～」と言われ
ると、涙腺が完全崩壊する。地味ながらも身近な文化財の歴史的価値を、きちんと調査し
伝えていくことで、その土地の魅力を発信できたらなと思う。
● 学生へのアドバイス
　　私自身が「〇〇のような仕事、したいけれど、無理だよね・・」と自らの可能性を狭くして
いたような気がする。しかし、好きなこと（国内外の発掘調査）を通じて、たくさんの人と
出会い、考えることで、徐々にだが気持ちに変化が出てきた。



振り返り講義の

● 就職した動機と仕事の内容
　　もともとものを作ることが好きだったので、建築設計事務所でのデザインの仕事をし
た。ものを実際に作ること（設計・デザイン）だけでなく、それらの原理や仕組み（研究）を
知ることに魅力を感じて研究・大学教員の仕事につくとこになった。伝統的な木造建築の
しくみを対象として、滞在しながらおこなう研究スタイルため、春・夏・冬休みには各地に
滞在しながら研究している。
●これまでの道のり
　　東京の大学卒業後に地元茨城の大学の修士課程に進学。その後は茨城の設計事務所で
働きながら、博士課程に進学。学位取得後は、東京の大学で7年間研究教育を行った後に山
形大学に赴任。 
●ワーク・ライフ・バランス
　　山形に赴任が決まったことと、子供ができたことがほぼ同時だったため、生活の方法は
よく考えた。妻も同じ建築の大学教員なのでお互いのキャリアを考えて、平日は山形で、
週末は東京の２拠点居住を選択した。平日は、妻がひとりで子供の世話をしているので負
担が大きい。朝食・夕食時には、テレビ電話で食事をとるようにしている。また、毎週末東
京まで往復すると、交通費がかかるが考えないようにしている。
●夢や目標
　　地域社会に貢献できる建築家・設計者・デザイナーを育てて、協働したい。
●学生へのアドバイス
　　学生時代に考えていたことや行動は、もちろん稚拙だけれども実は本質的だったりす
るのではないかと考えている。日々忙しくなると忘れてしまいがちだが、結果がすぐに出
なくても考え続けること。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　世の中の雰囲気が変わってきたような気もするが、まだまだ問題がある。現に自身の家
庭でも妻の負担が大きくバランスが悪い。

なぜ、山形と東京
の２拠

点で生活すること
を選択

したのですか。　　

妻も大学教員なのでお互いの
キャリアを考えた。また、交通
費はかかるが、違う視点を持
つことができ、２つの地域の
良さを享受できるから。

講義 3 Woman of YAMAGATA

２拠点居住という選択 
11月11日（水）

濱 　定史
14：40～16：10

学術研究院助教（理工学研究科担当）

40歳代
茨城県出身

講師
Profile 専門は木造建築構法、改修再生設計。伝統的な木造建築に

ついて、研究および設計活動を行う。山形と東京の２拠点
居住。妻と娘は東京で暮らす。

　　フィールドワ
ークが必要な研究

をされている上、山
形と東京の2拠点居

住という、

費用と体力と時間
がかかる大変な生

活をしていても、前
向きに考えていて

、先生の考え

方と行動力に感銘
を受けた。

　　奥さんの平日
のワンオペ育児の

負担を減らすため
にネットショッピ

ングで食材を

届けたり、帰省中の
週末に子育てを担

当するなど、２拠点
居住の状況ででき

ることを

やっている点がす
ごいと思った。

　　特に印象に残
ったのは、子供を授

かった時に、「自分
も妻も研究者とし

て独立して

いると思ったから
、自分のキャリアと

妻のキャリアのど
ちらかを取るとい

う選択肢は

なかった。」と仰っ
ていたことだ。

　　夫婦どちらか
ではなく、それぞれ

のキャリアを歩む
ということは、男女

共同参画社

会を考えるうえで
重要だと感じた。家

族のつながりを保
つための時間の使

い方や家事

の分担など、仕事と
家庭のバランスを

保つ工夫を学んだ
。
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振り返り講義の

網干 貴子
学術研究院准教授（農学部担当）

30歳代
新潟県出身

講師
Profile 専門は生物有機化学、化学生態学。植物と昆虫の相互作用

に使われる化学物質の研究を行っている。大学卒業後、任
期付き研究員を経て、大学教員に至る。

講義 4 Woman of YAMAGATA

研究者のワークライフバランス
11月18日（水）14：40～16：10

　　大学教員は、興
味のある分野を仕事

として追究すること
ができ、魅力的な職

業だと感

じた。ただ、自由度
が高いメリットが

あるが一方、気を付
けないと仕事に歯

止めがかから

なくなるというデメ
リットもあり、ワー

クライフバランスを
取ることが難しいと

思った。

　　農芸化学やポス
ドク、研究室の話は

どれも興味深く、た
めになった。また、研

究内容を

聞いて、多くの人々
を助けたり支えた

りすることにつな
がる研究をされて

こられたのだ

と思った。将来、私も
人々に貢献できるよ

うな研究がしたいと
改めて考えさせられ

た。

　　留学には多くの
準備があることを知

り、驚いた。学生時代
から大学教員になる

までの

お話を聞き、研究職
の大変さも隠さずに

話してもらって有難
かった。地域からの

依頼に対

応し、地域貢献でき
る喜びがあることも

分かった。

　　コロナ禍で人と
人とのつながりを強

く感じるようになっ
た。先生の経験談か

ら、人と

人とのコミュニケ
ーションを大切に

することで、人生の
道しるべとなるヒ

ントを得るこ

とができると感じた
。
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生活で大切にして
いるこ

とはあるか。

大学時代にやって
おくべ

きことは何か。

健康が一番大事なので、過労
に気をつけている。学生時代
は一番時間があるときだか
ら、旅行は楽しいので行った
方がよいと思う。
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● 就職した動機と仕事の内容
　　大学に入ってから、自然界の様々な現象に関係している化学物質や化学反応に興味を
もつようになり、いろんな仕事に自由に取り組める大学教員を目指した。仕事は有機化学
などの授業、植物の化学的な防御反応の研究、および学務など。
● これまでの道のり
　　大学3年生までは、旅行に行ったりアルバイトをしたりとのんびり過ごしていたが、4
年次の研究室配属以降は先輩や先生方に鍛えられて勉強漬けの日々だった。大学院を卒
業後は、博士研究員として数年修業し、現在に至っている。
● ワーク・ライフ・バランス
　　植物や昆虫の成長にあわせて実験をする必要があるので、バランスをコントロールす
るのは難しい。疲労困憊にならないように、休日はしっかり休むようにしている。
● 夢や目標
　　化学好きの学生を増やすこと。
　　研究を通して地域の発展に貢献すること。
● 学生へのアドバイス
　　新型コロナウイルス感染症の影響で、対面での交流が減少しているが、オンラインなど
も利用してなるべく人との交流を大事にしよう。



振り返り講義の

● マルチステージのライフデザイン
　　これまでは「教育」「仕事」「引退」という3段階の生き方・働き方が多く見られた。しかし、
これからは「教育」と「仕事」を複数回繰り返す多段階の生き方・働き方になるという説が
ある。これは私にも当てはまるので、紹介していきたい。
●第1段階の教育と仕事
　　秋田大学で電子工学を学び、その後、東北大学大学院で修士・博士の5年間、音響工学を
学んだ。28歳で民間企業（関東の警備業）の研究所で技術者として働き始めた。
●第2段階の教育と仕事
　　働きながら、産業カウンセラーをめざして心理学を学び、日本キャリア・カウンセリン
グ研究会でNPO 活動を開始。キャリア・コンサルタント養成講座の講師を行った。
●第3段階での教育と仕事
　　筑波大学社会人大学院で働きながら学び、修士（カウンセリング）の学位とカウンセ
ラーの資格を取得。キャリア開発の普及をめざし、山形大学理学部のキャリア教員に就
任。平成23年10月1日、大きな転機が訪れた。前の日まで企業の課長だったのが、この日か
ら山形大学の教授になったのだ。関東から山形に住む場所が変わり、仕事内容は技術系の
仕事からキャリア支援になるなど、生活も仕事も大きく変化した。
●学生へのアドバイス
　　21世紀は技術革新による急激な変化をはじめ、政治・経済の不確実性が増し、今までの
ような3段階を前提とした長期的な計画は困難な時代になった。また、今の大学生の平均
寿命は100歳ぐらいになると予想されている。この二つから言えるのは、長く生きる間に
大きな 転機が複数回訪れ、多段階の生き方・働き方をするということだ。大学生の皆さん
はこれまでとは違うライフデザインと転機への心の準備が必要になる。

なぜ転職した時に
後悔し

なかったのか。

モチベーションを
保つに

はどうすればよい
か。

後悔は自分で決めきれない時
に残るもの。外的キャリアだ
けでなく、内的キャリアを見
つめると決断しやすい。モッ
トーは自分へアドバイスなの
で、自分に言ってみる。

講義 5 Woman of YAMAGATA

マルチステージのライフデザイン
11月25日（水）

小倉 泰憲
14：40～16：10

学術研究院教授（理学部担当）

50歳代
岩手県出身

講師
Profile 学生や産業現場で働く人のキャリアを研究。大学で音響

工学を学び、企業でエンジニアとして働いた。その後、社
会人大学院で心理学を学び、山形大学教授に転職。

　　一つ一つの質
問に丁寧に答えてい

ただき、皆が知りた
いことを知ることが

できた。

特に、「後悔は自分で
決めきれない時に残

るもの」という言葉
や、モットーの持つ

力が大

きいということを改
めて感じた。

　　「教育」「仕事」「
引退」を繰り返すと

いう考え方は今まで
思ったことがなかっ

たので、

キャリア形成に対す
る新たな見方を身に

つけられた。

　　人生100年時代
の中で、多段階の生

き方・働き方が当た
り前になると意識す

ること

が大切であること
を学んだ。転職は自

分のキャリアを積
み重ねることだと

捉えること

で、前向きに多段階
の働き方を実践でき

ると感じた。

　　自分はこれまで
外的キャリアからし

か判断しなかったこ
とが多く、後悔する

ことも

多かった。これから
は自分のアイデンテ

ィティを見失わない
ようにするため、内

的キャ

リアに目を向けよう
と思った。また、自分

のライフ・テーマを
見つけることが生き

甲斐に

なり、生活や仕事な
どの環境の変化にも

対応していけること
が分かった。
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振り返り講義の

小野 卓也
曹洞宗洞松寺住職

40歳代
山形県出身

講師
Profile 米沢女子短期大学非常勤講師、人権擁護委員、山形県家庭

教育アドバイザー、妻が研究職で茨城県に平日単身赴任
して10年、土日・平日で分担して子育て中。

講義 6 Woman of YAMAGATA

男性の家事・育児への参加
12月2日（水）14：40～16：10

　　東大に進学し
たこと、博士課程で

インドに留学した
こと、夫婦で子育て

を分担して

いることなど、驚く
ことばかりだった

。「過ぎ去ったこと
よりも今の一瞬に

真心を込め

る」などのモットー
もためになった。

　　綱渡り状態（無
理ゲー）でもクリア

してやるという考
え方など、素敵だな

と思った。

家族と一緒のとき
は笑顔でいること

、スマホをできるだ
け見ないことなど

、父親になっ

たら見習いたい。

　　住職を継ぐ決
断をしながらも学

びたいことを実行
し、さらに家庭まで

持って、人生

盛りだくさんだっ
た。周りの人とのコ

ミュニケーション
を大切にし、常に明

るく過ごさ

れている点を尊敬
した。

　　講義を聞き、孤
独にならないこと

の大切さがわかっ
た。大学の知り合い

もほとんど

いないため、コロナ
禍の中で一人の時

間が増えたが、人と
の交流をもっと大

切にしよう

と思った。
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 悩みや不安を感じ
たとき

はどうしているか
。

男女共同参画のた
めに必

要なことは何か。

ボードゲームなどの楽しいこ
とを考えるようにしている。
父や祖父が変わらないと難し
い。世間体を気にせず、変わり
者と言われても自分がスター
ト地点になることが大事。
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● 就職した動機と仕事の内容
　　先代住職が亡くなったとき、自分が育ったお寺を空き寺にしたくなかったため。
　　仏教の研究と発信、お寺の維持管理、葬儀や法事、悩み事相談など
● これまでの道のり
　　地元の中学校、高校から東京大学に入学、文学部で仏教やインド哲学を学び、大学院に
進学。修士課程在籍中に住職になり、結婚もしたが茨城に住み、お寺へは単身赴任で通う。
　博士課程に進学しインドに留学。帰国後は妻が単身赴任となる。最近博士号取得。
● ワーク・ライフ・バランス
　　田舎の小規模寺院は比較的自由度が高く、子育て（保育園の送迎や急病時の世話など）
に柔軟に対応でき、自分の趣味（ボードゲームやバレーボール）に十分な時間をとれるの
が強み。苦労もなくワークライフバランスが取れているのはありがたいと思う。
● 夢や目標
　　自分だけでなく、家族をはじめとする周囲の人たちが自分の持てるものやできること
をお互いに喜んで与え合い、陰口や粗暴な言葉を言い合ったりせず、心穏やかに笑顔で楽
しく悔いのない毎日を過ごし、健康に天寿を全うできること。一言で言えばこの世が極楽
みたいになること。
●学生へのアドバイス
　　地元でしたい仕事がないという方は、既存の職業に新しい価値を作り出すことを考え
てみてはどうか。住職という伝統的な仕事ですら新しい世代はアップデートし続けてい
る。これまでの業務に、自分らしさを加えていくのは、どんな仕事にでもできる。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　一番の課題は男性が家事をもっとすることだ。そうすることで女性が職場や地域で
リーダーシップを発揮して活躍できるようになる。必要なのは議論でも闘争でもなく、見
本になる人を増やして、草の根で性別分担の固定観念をなくしていくことだと思う。



振り返り講義の

●就職した動機と仕事の内容
　　本学には生成文法を専門とする英語学者や言語学者が伝統的に在籍しており、その意
味で恵まれた研究環境があったので、良い研究機関に籍を得られたと喜んだ。専門教育で
は英語学（英語の文法分析）と英語を、基盤教育では英語と言語学を、主に担当している。
●これまでの道のり
　　大学３年生の頃にやりたいことが見つかって、大学院に進学し、助手・講師を経て、本学
に籍を得て…というあたりは多分に自分主導の生活だったが、やはりと言うか、子どもを
授かるとそういう訳にはゆかなくなる。そのひとつの展開を本講義で紹介したい。
●ワーク・ライフ・バランス
　　共働き家庭のため、子どもは就学と同時に放課後を学童クラブで過ごす日課だった。こ
のクラブの役員を引き受けたタイミングで、長年構想していたというプロジェクトのい
わば責任者の役が回ってきた。そういった経緯のため、現在もNPO役員としてボランティ
アで運営に携わっている。子どもが安全に過ごせる場所があれば親としても安心して仕
事に専念できるという実体験を原動力にしている。
●夢や目標
　　偶然とは言えこのボランティア活動に携わることができ、壮大な目標を立ててある。：
最も子育てしやすい地区にすること。この一助になれば…と思っている。
●学生へのアドバイス
　　家族間のつながりを縦の関係とすれば、横の関係つまり友だち（や同僚）との関係をも
豊かなものにすることが、人生のどのステージでも大切だと思う。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　NPOを設立するに際には、実施する活動の種類を、既定の20項目の中から少なくとも1
つ選択する必要がある。「子どもの健全育成」と「男女共同参画社会の形成」の両方を選択
して設立したが、実際の運営の中では、子どもの安全・安心の確保と保護者の就業の支援
などが両立しないケースが些細な場面にも表出してくる。

横の関係を豊かに
するた

めに、やはり地域
行事に

参加した方が良い
か。

義務でなく、熟した時に参加
すればよい。淡い付き合いの
先に濃い付き合がある。祖父
母がいないので、横の関係を
伸ばし、助け船を出しても
らってきた。

講義 7 Woman of YAMAGATA

学童クラブを支えるNPO活動
12月16日（水）

富澤 直人
14：40～16：10

学術研究院教授（人文社会科学部担当）

50歳代
群馬県出身

講師
Profile 専門は英語統語論。言語学の中の生成文法という分野で、

人間言語のコアを成す文法原理の解明に主に英語と日本
語からアプローチしている。

　　子どもが小学校
に入学した際、放課

後の子どもを預かっ
てくれる場所がない

問題が、

「小1の壁」と言わ
れていることを知っ

た。女性が活躍する
社会を実現するため

にも、学童

クラブの待機児童の
問題の解決も必要な

ことが分かった。

　　子どもの安全が
確保されることによ

って親は安心できる
ことが分かり、その

ために

力を尽くすことの
大切さを感じた。先

生はそれをボラン
ティアで強い責任

感を持って

行っていて、素晴ら
しいと思った。

　　NPOについて
知ることができ、興

味を持った。先生は
、NPOの活動に対し

て「子ども

の安全が優先」とい
う芯がはっきりして

いて、素晴らしいと
思った。また、「親は

子どもが

つくったネットワー
クを利用するとよい

」という考え方は、参
考にしたい。

　　先生の英語の文
法分析と活動の見つ

け出し方が共通して
いることが、印象的

だった。

あるべき全体像を
持つことは、活動の

推進力になる気が
した。共働き家庭が

増えていく

中、子育ての際には
夫婦での協力だけで

なく、周りの人との
繋がりも大切にした

い。
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振り返り講義の

中西 正樹
学術研究院教授（地域教育文化学部担当）

40歳代
大阪府出身

講師
Profile 専門は情報科学。大学院博士後期課程を2年で中退 → 大

学助手として就職 → 仕事をしながら学位を取得 → 2009
年に山形大学に赴任。家族は妻と子ども一人。

講義 8 Woman of YAMAGATA

長い目で見て柔軟性を持つ
12月23日（水）14：40～16：10

　　「自分がやりた
い事を見つけるに

は食わず嫌いをし
ない、経験はその時

にしか出来

ない」という言葉が
印象に残った。まだ

将来やりたい事が
決まっていないが

、今思うと

経験せずに自分に
は向いていないと

選択肢を狭めてい
たように思う。

　　「時代によって
価値観は変わるも

のとして捉え、柔軟
に対応する」、「長い

目で見れ

ばどこかで必ず辻
褄が合う。人生では

良い事・悪い事の両
方が必ず起きるた

め、逐一悲

観したりしないよ
うな柔軟な考え方

が必要だ」という考
え方に、大いに納得

した。

　　「良いと思って
いたことが後に悪

いことになったり
、悪いと思っていた

ことが後に

良いことになった
りする」という言葉

が印象に残った。自
分は最短ルートを

行くべきだ

と考えていたが、回
り道が後々に正解

だったと思うこと
もあるかもしれな

い。

　　自分は肩の力
を抜くことが苦手

だったが、「肩の力
を抜くとは、100％

を目指す上

でよく周りを見る
ことだ」というアド

バイスが胸に刺さ
った。謙虚さや感謝

の気持の大

切さに改めて気づ
いた。
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自分のやりたいこ
とをど

うやって見つける
か。

大学で経験してお
くべき

ことは何か。

食わず嫌いをせず、まずは手
を出してみるようにする。
大学時代は無駄を許容するこ
と。打算的だとその後の人生
が広がらない。
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● 就職した動機と仕事の内容
　　就職した動機：研究が好きで、博士後期課程まで進んで身に付けた内容を最も発揮でき
る仕事だから。仕事の内容：情報科学の研究、算数・数学教育、最近は管理的な仕事。
●これまでの道のり
　　高校生時代は今と比べると随分とボーっとしていた。大学生になって、自分のやりたい
ことが見えてきた。それでもまだいろいろと甘い。社会に出てからは勉強の日々。専門性
の高い職だが、必ずしも専門分野にとらわれない柔軟性が必要と気づく。
●ワーク・ライフ・バランス
　　昔ながらのブラックな研究室体制で育ってきたものの、山大赴任後に自分の研究室を
持ってからはホワイトな環境を目指している。特に管理職になってからはその意識を強
く持つようにしている。自分自身のワーク・ライフ・バランスについては、有休の上手な使
い方が重要と考えている。仕事に責任を持ちつつも、「自分がいなくても大丈夫」という肩
の力の抜き方を覚えることが大事。
●夢や目標
　　まだまだ長い仕事人生、どこまで経験を積み、どこまで変わっていけるかはわからない
が、現状維持にならず、自分自身、常に変化していくことが目標のひとつ。
●学生へのアドバイス
　　肩の力を抜きつつも100%を目指す。人任せにせず、常に自分で考えて行動する。
　何事も経験が大事。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　男女共同参画社会については、近年様々な課題が明確になりつつある。「きっとこうだ
ろう」「こうすれば良いに違いない」という自身の経験のみに基づく判断ではなく、正しい
知識を勉強し、それに基づく判断をすることが大切だと思われる。
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【授業名】　

山形大学　基盤共通教育

　　

【授業の目的】

①ワークライフバランスについて考え、自分のキャリア・

ビジョンを描く。

②男女共同参画社会を理解し、課題を考える。

③新聞学習で社会人基礎力を身につける。

【授業の計画】

○いろいろな分野のゲスト講師による貴重な講義。

○講師への事前質問や進行などを学生が担当。

○グループごとに課題探究学習を行う。

○新聞切抜きレポートに取組む。

○キャンパス保育所の見学、地域との交流。

【学生の感想】

★文系から理系まで、どの先生の講義も興味深く、男女共

同参画社会の一員として、将来の職業のことだけでな

く、視野を広げたキャリア・ビジョンを持つことができた。

☆この授業を選んだ理由は、大学生になっても自分のキャ

リアを明確にできずにいたからだった。今までの授業の

中で一番ためになり、一番楽しく有意義な時間だった。

★コロナ禍で一人の時間が増えたが、講義で「人と交流し

て孤独にならないことの大切さ」がわかった。「今を大切

に生きる」という言葉も心に残った。

☆新聞レポートで自主的に新聞を読む習慣が身に付き、司

会・記録などの役割分担をとおしてコミュニケーション

力・協調性が高まった。

　山形大学は、「男女共同参画社会基本法」の理念に基づ

き、男女共同参画のために大学が担うべき役割と責任を自

覚し、「山形大学男女共同参画基本計画」（平成22年）を策

定し、男女共同参画を推進してきました。令和2年度から第

2次基本計画に従って、さらに充実した取組を進めていき

ます。

　性別にかかわらずに、すべての人が個性と能力を発揮で

きる世の中がダイバーシティ社会です。我が国では男女共

同参画基本計画や科学技術基本計画等の下、男女共同参画

や教育分野におけるダイバーシティ推進を図っています。

山形大学は平成27年度に文部科学省のダイバーシティ研

究環境実現イニシアティブ（連携型）に採択され、米沢栄養

大学、大日本印刷株式会社研究開発センターと連携し、ダ

イバーシティ研究環境の実現に取組んできました。

　この「キャリア形成とワーク・ライフ・バランス」の授業

は、男女共同参画を担う次世代を応援するため、男女共同

参画推進室が担当しています。

山形大学男女共同参画基本計画（第2次）の施行

第一章総則（目的）第一条
・男女の人権の尊重
・社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある
社会を実現する緊要性
・基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民
の責務
・施策の基本となる事項を定めることにより、男女
共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進

「キャリア形成とワーク・ライフ・バランス
（山形大学から学ぶ）」

山形大学は、令和2年4月に第2次山形大学男女共同参画基本計画を施行しました。
第2次基本計画では、令和2年度から10年間を計画期間とし、男女共同参画とダイバー
シティを一層推進することを目的に、基本方針及び具体的施策を定めています。女性
教員比率や女性管理職比率に関するより高い目標を掲げ、「無意識のバイアス」や性
的指向・性自認等への配慮なども明記しました。また、ダイバーシティを推進するた
め、地域や県内外の大学等とネットワークを拡大していきます。初年度は、「多様な性
に関するガイドライン」を策定し、研究・仕事と家庭生活の両立支援制度の充実を図
りました。
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